
 

 

2025 年 7 月 11 日 

報道関係各位 

GMO インターネットグループ株式会社 

 

サイバーセキュリティに特化したテックカンファレンス 

「GMO Developers Day 2025 -Security Night」開催！ 

～開発現場に、守りの知見を。会場でしか聞けない公開禁止のセッションも実施～ 

 

GMO インターネットグループ株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役グループ代表：熊谷 正寿）

は、2025 年 7 月 28 日（月）に、技術者向けテックカンファレンス「GMO Developers Day 2025 -

Security Night-」を開催いたします。 

 GMO インターネットグループは「すべての人に安心な未来を」をキャッチフレーズに、「ネットのセキュ

リティも GMO」（※1）プロジェクトを推進しています。今回は、中でも注目が高い”サイバーセキュリティ”

をテーマとし、GMO インターネットグループが誇るサイバー攻撃対策（サイバーセキュリティ）のプロフ

ェッショナルたちが集い、生成 AI 時代の開発現場に必要な“守り”の知見を全 5 セッションで深掘りしま

す。 

なお、本イベントは、GMO インターネットグループのエンジニアやクリエイターの思想や情熱を社会に

届ける場として開催してきました。今年はテーマを、“サイバーセキュリティ”に特化した形で「GMO 

Developers Day」を開催いたします。 

（※1）ネットのセキュリティも GMO：https://www.group.gmo/security/ 

 

【開催概要】 

イベント名 GMO Developers Day 2025 -Security Night- 

開催日時 2025 年 7 月 28 日（月） 17:00 開場／17:30 開演／21:30 終了予定 

会場 GMO インターネットグループ第二本社 GMO Yours・フクラス 

東京都渋谷区道玄坂 1 丁目 2 番 3 号 渋谷フクラス 16 階 

形式 完全リアル開催（オンライン配信なし・一部収録予定） 

定員 200 名（抽選制） 

参加費 無料（事前登録＋事前審査制） 

対象 開発エンジニア／セキュリティエンジニア／SRE／SOC／技術系学生など 

申し込み方法 connpass にて受付中（抽選制）※受付期間：7 月 28 日(月)12:00 まで 

申し込み URL https://gmo.connpass.com/event/359571/ 

   

【セッション内容】 

＜基調講演＞ 

■「実践 “Secure” Vibe Coding  

― AI の速度で安全にソフトウェアを届けるために」 

登壇：米内 貴志｜GMO Flatt Security 株式会社 取締役 CTO 

 

 

 

 

https://www.group.gmo/security/
https://connpass.com/
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生成 AI の導入が進み、かつてない速度でソフトウェア開発が行われる一方で、生成コードの安全性への

懸念も高まっています。本セッションでは「個人／組織」「具体／抽象」の 4 つの軸から、スピードとセキ

ュリティを両立する“Secure”な開発文化の実践的アプローチを解説します。 

 

＜メインセッション＞ 

■「サイバー犯罪に立ち向かう企業における脅威と対策 ― 続編」 

※本セッションについてはメディア掲載・録音・録画・撮影・SNS 投稿はお控えいただけますようお願い

いたします。 

モデレーター： 

 須藤 龍也 氏｜日本経済新聞社 編集委員 

登壇者： 

 福本 佳成 氏｜楽天グループ 上級執行役員 CISO 

 松岡 剛志 氏｜コインチェック 常務執行役員 CTO 

 福森 大喜 ｜GMO サイバーセキュリティ by イエラエ サイバー犯罪対策センター 局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国家レベルにまで拡大するサイバー脅威。いま企業に求められるのは、受け身ではない“能動的サイバー

防御”と、それを担う多様な専門人財です。本セッションは、注目を集めた「GMO サイバーセキュリティ大

会議」（https://www.gmo.jp/security/conference/2025/）の続編として、セキュリティ責任者たちが開

発現場のリアルに即した視点で、脅威への向き合い方と必要なスキルセットを多角的に語ります。 

 

＜セッション紹介＞ 

■「freee ｜ Takumi byGMO セキュリティ診断 AI エージェント対談」 

モデレーター：  

 豊田 恵二郎 ｜GMO Flatt Security 株式会社 執行役員  

登壇者： 

 梅内 翼 ｜GMO Flatt Security 株式会社 イネーブルメントプラットフォーム部 

 

- 藤岡 祐 氏｜フリー株式会社 PSIRT 

- 越智 郁 氏｜フリー株式会社 PSIRT 

 

AI による自動診断の時代へ。セキュリティ診断 AI エージェントをいかに設計・運用し、開発と実装に活

かしているのか。内製とプロダクト、それぞれの現場視点から、構成の工夫や導入時のリアルを対話形式で

紹介します。セキュリティ×AI の最前線を実例でひも解きます。 

https://www.gmo.jp/security/conference/2025/
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■「実録！No.1 プロダクトを目指す守りの知」 

モデレーター：  

 市川 遼 ｜GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社  

プロダクトサービス事業部 部長 

登壇者： 

 熊坂 駿吾｜ GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社  

事業本部ディフェンシブセキュリティ部 SOC イノベーション課 

 濱屋 光喜｜GMO Flatt Security 株式会社 

コーポレートエンジニアリング部 部長 

  

 サイバーセキュリティの脅威が日々進化する中で、弊社の提供するサービスの信頼はどう守られているの

か？本セッションでは、グループを代表するセキュリティ企業〈イエラエと Flatt〉の実務エンジニアが登

壇。脆弱性マネジメントの現場で直面するリアルや、発見〜対処のプロセス設計、セキュリティ文化の醸成

など、実例をもとに“守りの技術”をディスカッション形式で深掘りします。 

 

■「技術とセキュリティの交差点」 

登壇者： 

- 西谷 完太｜GMO サイバーセキュリティ by イエラエ  

サイバーセキュリティ事業本部高度診断部高度診断課 

- 渡部 裕 ｜GMO サイバーセキュリティ by イエラエ  

サイバーセキュリティ事業本部高度診断部高度診断課 

- 若松 拓武｜GMO サイバーセキュリティ by イエラエ  

サイバーセキュリティ事業本部高度診断部高度診断課 

 

本セッションでは、Web ペネトレーションテスト(※2)業務に従事しており、プライベートでもバグバウン

ティや CTF(※3)で活躍している弊社エンジニアによるパネルディスカッションを行います。Web ペネトレー

ションテストでは、最新技術を診断に活かす取り組みを日々行っています。具体的には、LLM を活用した

効率化/高精度化や、大規模なソースコードの解析時間短縮などが挙げられます。そうした現場のリアルを

踏まえつつ、未来を見据えた技術動向や、開発に対してのセキュリティのあり方についてディスカッション

し、Web セキュリティの最前線で活躍するエンジニアの生の声をお届けします。 

 

(※2) Web ペネトレーションテスト: https://gmo-cybersecurity.com/service/assessment/pentest 

(※3) CTF: セキュリティ知識や技術を競うコンテスト 

 

 

【タイムテーブル】 

 

時間 内容 

17:00〜 開場 

17:25〜 開演・オープニング 

17:30〜18:00 ❶基調講演：米内 貴志 

18:05〜18:35 ❷セッション：GMO サイバーセキュリティ by イエラエ 

https://gmo-cybersecurity.com/service/assessment/pentest
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時間 内容 

18:40〜19:20 ❸セッション：GMO Flatt Security ｜ フリー 

19:20〜19:25 休憩 

19:25〜20:15 ❹メインセッション（楽天／コインチェック／GMO／日経） 

20:15〜20:20 休憩 

20:20〜20:50 ❺セッション：GMO サイバーセキュリティ by イエラエ｜GMO Flatt Security 

20:50〜21:30 ネットワーキング懇親会 

21:30〜 閉演 

 

【司会進行】 

■林 彦博｜GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社  

取締役 グローバル戦略本部 本部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本イベントでは日本を代表する製品セキュリティの第一人者、林が司会を務めます。 

20 年以上にわたり製品セキュリティ分野に従事し、IoT デバイスのリスクアセスメントやセキュリティ基

準策定、PSIRT（製品セキュリティインシデント対応体制）の構築など多岐にわたる実績を持ちます。

Black Hat、CODE BLUE、SAS、FIRST、国連 IGF など世界の舞台で登壇経験があり、HITCON や HITB

のレビューボードとしても活躍。2018 年には(ISC)² ISLA APAC にてシニアインフォメーションセキュリ

ティプロフェッショナルとして表彰されました。 

 

 

【GMO インターネットグループのサイバー攻撃対策（サイバーセキュリティ）企業】 

 

■GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社（https://gmo-cybersecurity.com/） 

GMO サイバーセキュリティ by イエラエは、国内最大規模のホワイトハッカーで組織されたサイバーセ

キュリティのプロフェッショナルカンパニーです。GMO サイバーセキュリティ by イエラエは、「世界一の

ホワイトハッカーの技術力を身近に」を目指して、各種脆弱性診断、ペネトレーションテスト、セキュリテ

ィコンサルタント、SOC サービス、フォレンジック調査まで包括的にサイバーセキュリティ対策サービス

をご提供します。 

 

https://gmo-cybersecurity.com/


5 

 

■GMO Flatt Security 株式会社（https://flatt.tech/） 

GMO Flatt Security は「エンジニアの背中を預かる」をミッションに、業界を問わず DX 推進・ソフト

ウェア開発のセキュリティを支援してきた、日本発のセキュリティプロフェッショナル企業です。セキュリ

ティ製品の自社開発や様々な企業へのセキュリティ支援、徹底したユーザーヒアリングを通じて得た知見を

元に、一つひとつの顧客組織に寄り添った伴走型のセキュリティサービスを提供しています。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

GMO インターネットグループ株式会社】（URL：https://www.gmo.jp/） 

会 社 名 GMO インターネットグループ株式会社 （東証プライム市場 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 持株会社（グループ経営機能） 

 

■グループの事業内容 

インターネットインフラ事業 

インターネットセキュリティ事業 

インターネット広告・メディア事業 

インターネット金融事業 

暗号資産事業 

資 本 金 50 億円 

 

【報道関係お問い合わせ先】  

●GMO インターネットグループ株式会社 

グループ広報部 PR チーム 倉田 

グループ広報部 技術広報チーム 高園 

E-mail：devrel@gmo.jp ／ pr＠gmo.jp 

 

Copyright (C) 2025 GMO Internet Group, Inc. All Rights Reserved. 
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